
グリーンボンド
法人投資家向け5年債及び10年債

千葉市

SDGsラベル 条件決定日 発行額 年限 利率

サステナビリティ
ボンド

2023/8/4 50億円 10年 0.782%

ブルーボンド 2023/12/8 30億円 10年 0.884%

グリーンボンド 2024/8/9 50億円 10年 0.913%

ブルーボンド 2024/12/6 35億円 10年 1.157%

グリーンボンド 最速8月 未定 5年/10年 未定

千葉市では、SDGsの取組みに対する理解促進や千葉市債の投資家層拡大を図るため、

SDGs債を発行しています。昨年度に引き続きグリーンボンドを発行するとともに、

今回は新たに5年債と10年債の両年限での発行を予定しております。

年限 5年（満期一括償還） 10年（満期一括償還）

発行額 未定 未定

各公債の金額 1,000万円

条件決定日 最速令和7年8月（予定）

発行日 最速令和7年8月（予定）

引受会社 三菱UFJモルガン・スタンレー証券（事務）／大和証券／野村證券

購入対象 法人投資家向け

適合性評価
国際資本市場協会（ICMA）の「グリーンボンド原則2021」等との適合性について、

株式会社日本格付研究所（JCR）より、最上位評価のSU1(F)及びB1(F)を取得しています

投資表明 投資表明をいただける投資家様については、本市ウェブサイト上で投資家名をご紹介します

⚫ グリーンボンドとは、企業や地方自治体等が、国内外の

グリーンプロジェクトに要する資金を調達するために発行

する債券です。調達資金の全額が、環境保全等に資

するグリーン適格プロジェクトに充当されます

⚫ 千葉市は2023年4月に「千葉市基本計画」をスタート

させました。人口減少や公共施設・インフラの更新など、

今後顕在化してくる諸課題に対応し、将来にわたり持

続可能な都市経営を図るため、8つの分野で分野間の

連携をはかりながらまちづくりを推進することとしています

⚫ そうした取組の一環として、2023年度からSDGs債の

発行を開始し、千葉市内を中心とした投資家の皆様か

らの賛同・投資表明を頂きながら、SDGs達成に向けた

取組を加速させております

グリーンボンド及び千葉市の取組について

発行概要

初



⚫ 廃棄物処理施設として埋め

立て処分量や有害物質を

削減することに加え、廃棄物

処理の過程で発生する熱エ

ネルギーを一定以上回収し

て施設内外で再利用する

新清掃工場と
北清掃工場の整備

汚染の防止と管理
グリーンボンド
原則プロジェクト
カテゴリー

⚫ 千葉市SDGs債の発行に際し、調達資金の使途、充当事業の選定プロセス、

調達資金の管理、レポーティングなどについて定めた「千葉市サステナビリティファ

イナンス・フレームワーク」を策定しました

⚫ このフレームワークは、国際資本市場協会（ICMA）の「グリーンボンド原則

2021」等との適合性に対するオピニオンを取得しています

千葉市が発行するSDGs債の情報
https://www.city.chiba.jp/zaiseikyoku/zaisei/shikin/sdgsbonds.html

事業概要

大気環境の
汚染の軽減

想定される効果

住み続けられる
まちづくりを

関連するSDGs
つくる責任、
つかう責任

⚫ 自転車が安全で快適に車

道を通行できるよう、自転車

走行環境を創出する

自転車走行環境の
整備

クリーン輸送

温室効果ガスの
排出削減

気候変動に
具体的な対策を

⚫ 河川の管理・改修

⚫ 河川機能維持のため、土砂

をすくい取る浚渫工事の

実施

河川の浚渫

気候変動への適応

水害発生時の
浸水被害の軽減など

住み続けられる
まちづくりを

11

気候変動に
具体的な対策を

充当予定事業
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1311
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購入に関する
お問い合わせ

その他SDGs
債に関する
お問い合わせ

三菱UFJモルガン・スタンレー証券

千葉支店

043-246-6396

千葉市 財政局財政部資金課

TEL 043-245-5078 E-mail shikin.FIF@city.chiba.lg.jp

URL https://www.city.chiba.jp/zaiseikyoku/zaisei/shikin/sdgsbonds.html

TEL

大和証券

千葉支店

043-227-8181TEL

野村證券

千葉支店

043-222-6493TEL

お問い合わせ先

フレームワークの策定及び適合性評価

昨年度の千葉市グリーンボンドの主な充当事業

URL

SU1(F)
最上位
評価の

株式会社日本格付け研究所（JCR）より

B1(F)
を取得
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